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役
割
語
と
し
て
の
「
軍
隊
語
」
の
起
源 

    

一 

役
割
語
と
し
て
の
「
軍
隊
語
」 

  

柳
家
金
語
桜
の
落
語
「
兵
隊
」
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。 

 

す
る
と
、
後
で
、
だ
れ
や
ら
“
オ
イ
オ
イ
”
と
私
を
呼
ぶ
声
が
い
た
し
ま

す
。
見
る
と
、
南
無
三
！
上
等
兵
だ
！
！ 

上
等
兵
「
オ
イ
、
だ
れ
だ
、
そ
こ
に
い
る
の
は
、
だ
れ
だ
！
」 

金
「
ハ
ッ
、
ハ
ッ
…
…
」 

上
「
だ
れ
だ
ッ
」 

金
「
自
分
で
あ
り
ま
す
」 

上
「
自
分
で
は
わ
か
ら
ん
！
だ
れ
だ
と
聞
い
て
る
ん
だ
」 

 
 

  

こ
こ
で
は
、
名
前
も
し
く
は
身
分
を
問
わ
れ
た
金
語
桜
が
、
名
前
を
名
乗
ら

ず
に
、
代
名
詞
を
使
っ
て
い
る
。
代
名
詞
は
固
有
名
詞
と
違
い
、
使
う
人
が
誰

で
あ
っ
て
も
同
じ
言
葉
に
な
る
の
で
、
そ
の
人
物
の
身
分
を
割
り
出
す
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
笑
い
を
誘
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
代
名
詞
「
自
分
」

が
、
「
兵
隊
」
を
す
ぐ
に
連
想
さ
せ
る
語
で
あ
る
こ
と
も
、
滑
稽
味
を
加
え
て
い

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
度
を
過
ぎ
た
「
兵
隊
ら
し
い
答
え
方
」
と
い
う
も
の
が
、

「
自
分
で
あ
り
ま
す
」
に
は
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
兵
隊
言
葉
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
太
宰
治
の
エ
ッ
セ
イ
に
も 

 

衣
畑 

智
秀 

 
 
 
 
 

楊 

昌 

洙 
 
 
 
 
 

 

見
ら
れ
る
（
斎
藤
理
生
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）
。 

 

私
が
夜
お
そ
く
通
り
が
か
り
の
交
番
に
呼
び
と
め
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
う
る

さ
く
聞
か
れ
る
か
ら
、
す
こ
し
高
め
の
声
で
、
自
分
は
、
自
分
は
、
何
々

で
あ
り
ま
す
、
と
い
う
あ
の
軍
隊
式
の
言
葉
で
答
え
た
ら
、
態
度
が
い
い

と
ほ
め
ら
れ
た
。 

 
 

 
 

 

「
一
歩
前
進
二
歩
退
却
」 

  

太
宰
は
軍
隊
経
験
が
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
件
か
ら
直
接
軍
隊
を
経

験
し
て
い
な
く
て
も
、
軍
隊
語
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。 

 

さ
て
、
「
兵
隊
」
や
「
一
歩
前
進
二
歩
退
却
」
は
、
戦
争
を
経
験
し
た
世
代
の

人
間
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
、
軍
隊
、
軍
人
と
接

し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
自
分
は
…
…
で
あ
り
ま
す
」
と
い
っ

た
語
法
は
、
日
本
の
軍
隊
を
直
接
知
ら
な
い
人
達
で
も
、
「
知
っ
て
い
る
」
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
引
用
し
た
『
光
る
風
』
と
い
う
作
品
の
作
者
山
上
た

つ
ひ
こ
氏
は
、
戦
後
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
作
品
は
「
七
〇
年
の
時

点
で
日
本
の
最
も
無
惨
な
未
来
図
を
描
い
た
名
作
」
（
ち
く
ま
文
庫
裏
表
紙
）
と

評
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
登
場
し
て
い
る
の
は
、
い
わ
ば
架
空
の
軍
隊
（
厳
密

に
は
国
防
隊
と
言
わ
れ
、
自
衛
隊
が
発
展
し
た
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
）
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
「
自
分
は
…
…
で
あ
り
ま
す
」
は
現
実
を
越
え
、
役
割
語
と
し
て
の

「
軍
隊
語
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 
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天
勝
「
お
ま
え
以
前
に
い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
な
「
大
尉
殿
の
た
め
な
ら

ど
ん
な
命
令
で
も
い
と
い
ま
せ
ん
！
」
―
―
と
」 

船
田
「
は
い
も
う
し
あ
げ
ま
し
た
」 

天
勝
「
い
ま
で
も
お
な
じ
こ
と
が
い
え
る
か
？
」 

船
田
「
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す 

自
分
は
―
―
」 

天
勝
「
よ
し
―
― 
そ
れ
な
ら
い
い
」 

船
田
「
し
か
し
… 

そ
れ
が
ど
う
か
し
た
の
で
あ
り
ま
す
か
」 

  

こ
の
よ
う
な
言
葉
の
上
の
戦
略
を
使
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
『
機
動
戦
士

ガ
ン
ダ
ム
』
に
つ
い
て
も
見
て
お
こ
う
。
ガ
ン
ダ
ム
で
は
、
「
自
分
」
が
使
わ
れ

る
こ
と
は
な
い
が
、
「
で
あ
り
ま
す
」
が
ジ
オ
ン
軍
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
連
邦
軍
が
、
読
者
に
と
っ
て
も
な
じ
み
や
す
い
の
に
対
し
て
、

ジ
オ
ン
軍
が
そ
の
独
裁
的
で
、
堅
苦
し
い
与
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。 

 

「
サ
イ
ド
７
は
、
開
拓
が
始
ま
っ
て
ど
の
く
ら
い
た
つ
の
か
な
？
」 

「
二
年
半
ほ
ど
で
あ
り
ま
す
。
シ
ャ
ア
大
佐
」 

十
歳
も
年
上
の
ド
レ
ン
中
尉
が
慇
懃
に
答
え
た 

…
…
中
略
…
… 

「
Ｖ
作
戦
か
。
地
球
連
邦
軍
め
、
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
を
完
成
さ
せ
た
な
」 

「
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
？
連
邦
が
、
で
あ
り
ま
す
か
？
」 

シ
ャ
ア
は
、
疑
い
深
そ
う
に
応
じ
る
ド
レ
ン
中
尉
の
鈍
さ
が
癇
に
さ
わ
っ

た
。
文
官
上
が
り
だ
か
ら
仕
方
あ
る
ま
い
。 

「
サ
イ
ド
７
に
軍
は
駐
留
し
て
い
る
の
か
？
」 

「
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ニ
ー
管
理
省
の
部
隊
が
一
小
隊
。
パ
ト
ロ
ー
ル
第
三

方
面
軍
の
第
八
中
隊
で
あ
り
ま
す
。
二
か
月
前
の
情
報
で
あ
り
ま
す
。
」 

 
 

 

   

二 

軍
隊
語
の
実
態
を
探
る 

  

以
上
、
「
自
分
」
や
「
で
あ
り
ま
す
」
と
い
っ
た
「
軍
隊
語
」
が
役
割
語
と
し

て
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
き
た
。
で
は
、
実
際
の
軍
隊
で
は
ど
う
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
我
々
は
、
直
接
に
軍
隊
語
を
観
察
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
戦
争
経
験
者
の
書
い
た
資
料
に
当
た
る
こ
と
に
よ
り
、

軍
隊
語
の
実
態
と
言
え
る
も
の
を
推
測
し
て
み
よ
う
。 

 

ま
ず
、
「
自
分
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。 

 

貴
公
は
、
す
ま
ん
が
、
中
隊
長
に
報
告
を
た
の
む
。
自
分
は
小
隊
と
一
緒

に
残
る
。
そ
れ
か
ら
す
ぐ
担
架
を
─
」 

 
 

「
呉
淞
ク
リ
ー
ク
一

」 

 

自
分
は
戦
争
に
来
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
死
ぬ
の
は
当
然
で
す
が
、
内
地

が
爆
撃
さ
れ
た
り
、
焼
け
て
し
ま
っ
た
ら
、
ま
っ
た
く
犬
死
の
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
山
中
放
浪
二

」 

 

伍
長
殿
、
自
分
は
昨
夜
こ
の
近
藤
一
等
兵
と
一
緒
に
酒
を
飲
ん
で
居
た
者

                                        

        

 

一 

日
比
野
士
郎
。
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
、
応
召
、
上
海
戦
線
で
呉
淞
ク

リ
ー
ク
渡
河
に
参
戦
し
て
負
傷
、
内
地
送
還
。 

二 

今
日
出
海
。
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
に
徴
用
、
陸
軍
報
道
班
員
と
し
て

南
方
に
従
軍
。
一
九
（
一
九
四
四
）
年
比
島
で
敗
走
す
る
日
本
軍
に
従
い
九
死
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で
あ
り
ま
す
。
証
人
と
し
て
一
緒
に
参
り
た
い
と
思
ひ
ま
す
が
、
ど
う
で

せ
う
か 

 
 

 
 

 
  

 
 

 

「
生
き
て
い
る
兵
隊
三

」 

 

 

「
呉
淞
ク
リ
ー
ク
」
は
、
作
者
の
実
体
験
に
基
づ
い
た
小
説
で
あ
る
。
こ
こ

で
使
わ
れ
て
い
る
「
自
分
」
は
、
「
た
の
む
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
分
か
る
と
お

り
、
特
に
目
上
の
人
に
対
し
て
使
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
作
品
で
は
、

こ
れ
以
外
に
「
自
分
」
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
「
山
中
放
浪
」
「
生
き
て
い
る

兵
隊
」
の
「
自
分
」
は
目
上
の
者
に
対
す
る
セ
リ
フ
で
あ
る
。
と
く
に
「
生
き

て
い
る
兵
隊
」
で
は
、
「
で
あ
り
ま
す
」
も
セ
ッ
ト
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
先
に

見
た
我
々
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
確
か
に
「
自
分
」
と
い
う
代
名
詞
は
、
戦
争
文
学
と
言
わ
れ

る
作
品
、
特
に
作
者
が
戦
争
の
現
場
に
行
っ
た
も
の
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

軍
隊
で
あ
れ
ば
必
ず
「
自
分
」
を
使
う
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
実
際
は
、
「
自

分
」
と
い
う
代
名
詞
が
全
く
見
ら
れ
な
い
小
説
も
多
い
。 

 

「
自
分
」
を
使
わ
な
い
も
の
の
一
つ
に
、
海
軍
で
の
一
人
称
が
あ
る
。
海
軍

で
は
「
自
分
」
を
使
用
せ
ず
、
「
私
（
わ
た
く
し
）
」
を
使
用
し
て
い
た
と
い
う

実
態
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

い
い
え
。
み
ん
な
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
と
に
こ
ん
ど
の
台
湾
沖
航

空
戦
の
大
戦
果
を
聞
い
て
か
ら
、
こ
の
勝
に
乗
じ
た
時
期
に
、
私
た
ち
も

は
や
く
技
術
を
マ
ス
タ
ー
し
て
、
空
母
と
刺
し
ち
が
え
に
出
て
征
き
た
い

                                        

                                        

                                  

 

に
一
生
を
得
て
帰
還
。 

三 

石
川
達
三
。
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
、
中
央
公
論
社
特
派
員
と
し
て
中

支
方
面
へ
戦
線
視
察
。 

と
お
も
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

「
雲
の
墓
標
四

」 

 

「
雲
の
墓
標
」
の
作
者
阿
川
弘
之
氏
は
、
対
談
五

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

い
や
、
海
軍
で
は
「
自
分
」
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。
「
私
」
で
す
。
「
わ
た

し
」
じ
ゃ
な
く
て
上
官
に
対
し
て
「
わ
た
く
し
は
」
と
言
う
。
同
期
生
に

は
「
俺
」
で
す
け
ど
。 

 

 

し
か
し
、
海
軍
が
「
私
」
で
あ
っ
た
た
め
に
、
「
自
分
」
が
用
い
ら
れ
な
い
作

品
が
あ
っ
た
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
。
戦
争
文
学
と
し
て
有
名
な
大
西
巨
人
の

『
神
聖
喜
劇
』
六

を
見
て
み
る
と
、
「
自
分
」
と
い
う
代
名
詞
は
全
く
見
当
た
ら

ず
、
一
人
称
と
し
て
名
前
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

「
東
堂
は
知
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
」 

 

「
お
前
は
ど
う
だ
？
」
と
詰
問
し
た
。
相
手
は
た
だ
ち
に
「
は
い
、
谷
村

二
等
兵
、
忘
れ
ま
し
た
。
」
と
公
認
の
嘘
を
叫
ん
だ
。 

                                         

        

 
四 
阿
川
弘
之
。
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
、
海
軍
予
備
学
生
と
し
て
佐
世
保

海
兵
団
に
入
団
。
翌
年
軍
令
部
特
務
班
で
暗
号
解
読
作
業
に
携
わ
る
。
一
九
（
一

九
四
四
）
年
、
漢
口
の
揚
子
江
方
面
特
別
根
拠
地
隊
に
転
勤
。 

五 

「
座
談
会
昭
和
文
学
史
Ⅲ 

志
賀
直
哉
―
「
小
説
の
神
様
」
の
実
像
―
」
（
『
す

ば
る
』
一
九
九
七
年
七
月
号
）
。
岡
崎
昌
宏
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。 

六 

一
九
四
二
年
、
対
馬
部
隊
本
部
控
置
部
隊
新
砲
廠
第
三
内
務
班
を
背
景
と
し

て
描
か
れ
る
。
大
西
は
、
福
岡
・
佐
賀
・
長
崎
出
身
の
補
充
兵
役
入
隊
兵
し
て

い
る
。 
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ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
な
一
人
称
は
、
『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』
に
も
見
ら
れ
、

こ
れ
も
軍
隊
語
の
特
徴
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

「
ア
ム
ロ
曹
長
！
発
進
し
ま
す
！
」 

  

な
お
、
二
次
大
戦
よ
り
前
に
は
ど
の
よ
う
な
軍
隊
語
が
使
わ
れ
て
い
た
の
か

は
、
未
だ
調
査
が
進
ま
ず
不
明
な
点
も
多
い
が
、
日
露
戦
争
を
描
い
た
「
肉
弾
七

」

で
は
、
「
私
」
（
読
み
は
不
明
）
が
見
え
る
。 

 

軍
医
殿
、
あ
の
向
ふ
に
居
る
の
は
、
私
の
部
下
で
あ
り
ま
す
。
息
が
苦
し

さ
う
で
、
も
は
や
駄
目
だ
と
思
ひ
ま
す
が
、
モ
一
度
診
て
や
つ
て
下
さ
い
。 

 

  

次
は
「
で
あ
り
ま
す
」
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。 

 

先
に
挙
げ
た
、
『
神
聖
喜
劇
』
に
は
、
「
で
あ
り
ま
す
」
に
つ
い
て
面
白
い
言

及
が
見
ら
れ
る
。 

 

「
『
カ
ン
ジ
ャ
』
と
は
、
ス
パ
イ
の
こ
と
で
す
か
。
」 

そ
う
言
っ
た
と
た
ん
に
私
は
そ
の
失
敗
に
気
づ
い
た
。
せ
め
て
私
は
「
…

…
ス
パ
イ
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
。
」
と
「
あ
り
ま
す
言
葉
」
で
問
う
べ

き
で
あ
っ
た
ろ
う
に
、
不
覚
に
も
「
で
す
言
葉
」
を
使
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。 

                                        

        

 

七 

桜
井
忠
温
。
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
六
月
一
一
日
、
愛
媛
県
に
生
ま
れ

る
。
陸
軍
士
官
学
校
卒
業
。
松
山
の
連
隊
旗
手
と
し
て
日
露
戦
争
に
参
加
。
乃

木
将
軍
配
下
、
旅
順
攻
防
戦
で
重
傷
を
負
う
。
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
以

降
陸
軍
省
新
聞
班
長
を
つ
と
め
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
、
陸
軍
少
尉
で
退

「
な
に
ぃ
。
『
ス
パ
イ
の
こ
と
で
す
か
』
？
『
で
す
か
』
が
あ
る
か
。
地

方
の
言
葉
を
使
う
よ
う
に
な
っ
と
ら
ん
。
『
あ
り
ま
す
か
』
と
言
え
。
」 

  

こ
こ
か
ら
は
、
軍
隊
で
は
必
ず
「
で
あ
り
ま
す
」
が
使
用
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
資
料
に
当
た
っ
て
い
く
と
、
必
ず
し
も
「
で

あ
り
ま
す
」
し
か
使
わ
な
い
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
先
に
見
た
「
山
中
放
浪
」

で
は
、
「
死
ぬ
の
は
当
然
で
す
が
」
「
犬
死
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」
の
よ
う
に

「
で
す
」
「
ま
す
」
体
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
例
を
追
加
し
て
お
こ
う
。 

 

小
隊
長
殿
、
天
心
へ
行
つ
て
ど
う
す
る
ん
で
す
か 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
生
き
て
い
る
兵
隊
」 

 

「
毎
晩
、
あ
あ
や
つ
て
燃
え
て
ゐ
る
の
で
す
」       

 
   

「
桜
島
八

」 

 

 

こ
れ
ら
も
、
「
で
あ
り
ま
す
」
に
置
き
換
え
て
も
問
題
な
い
が
、
「
で
す
」
を

使
用
し
て
い
る
。
特
に
「
桜
島
」
は
、
海
軍
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
で
あ

り
ま
す
」
は
一
例
も
見
ら
れ
ず
、
こ
れ
は
、
同
様
に
海
軍
を
舞
台
と
す
る
「
雲

の
墓
標
」
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
九

。 

 

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
自
分
」
や
「
で
あ
り
ま
す
」
は
、
役
割
語
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
実
際
の
軍
隊
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

                                        

                                        

                                  

 
役
。 

八 

梅
崎
春
夫
。
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年
、
海
軍
に
召
集
さ
れ
、
暗
号
特
技

兵
と
し
て
終
戦
ま
で
九
州
の
陸
上
基
地
を
転
々
と
す
る
。 

九 

姜
錫
祐
「
日
韓
に
お
け
る
軍
隊
敬
語
の
実
態
」
（
『
待
兼
山
論
叢 

日
本
学

編
』
二
十
九
、
一
九
九
五
年
）
に
「
旧
陸
軍
で
は
「
で
あ
り
ま
す
」
体
、
旧
海

軍
で
は
「
で
す
・
ま
す
」
体
で
話
さ
れ
た
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。 
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そ
れ
以
外
の
言
葉
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
で
は
、
な
ぜ
、
我
々

は
、
「
軍
隊
語
」
と
聞
く
と
、
「
自
分
は
…
で
あ
り
ま
す
」
の
よ
う
な
フ
レ
ー
ズ

を
思
い
浮
か
べ
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
は
、
「
自
分
」
や
「
で
あ
り
ま
す
」
が
国

語
史
の
中
で
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
観
察
し
て
考
え
て
み
よ
う
。 

   

三 

「
軍
隊
語
」
の
起
源 

 

「
自
分
」
は
、
遠
藤
好
英
一
〇

に
よ
る
と
、
中
国
の
文
献
に
見
出
さ
れ
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
日
本
で
独
自
の
展
開
を
遂
げ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
一

人
称
の
「
自
分
」
に
つ
い
て
は
、
歴
史
資
料
に
お
い
て
、
あ
ま
り
見
か
け
る
こ

と
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
近
世
に
、
武
士
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。 

 

「
い
や
／
＼
騒
ぎ
た
ま
ふ
な
、
自
分
は
白
絞
伽
羅
之
新
と
云
ふ
者
な
り
」 

「
初
音
草
噺
大
鑑
（
一
六
九
八
年
刊
）
巻
二
・
千
早
振
神
の
油
」 

 

『
…
…
武
士
は
相
見
互
と
や
ら
、
何
分
御
容
赦
下
さ
れ
て
。
』
と
、
詫
ぶ

れ
ど
聞
か
ず
。 

『
イ
ヤ
サ
、
こ
れ
、
自
分
共
も
役
目
な
れ
ば
、
私
づ
く
で
容
赦
な
ら
ぬ
。

 
 

「
寝
覚
之
繰
言
（
一
八
二
九
、
三
〇
年
刊
）
巻
八
」 

 

自
分
儀
、
兼
々
以
佞
奸
を
以
山
方
助
八
郎
を
始
、
側
両
役
へ
謀
計
を
示
し
、

                                        

        

 

一
〇 

「
じ
ぶ
ん 

ご
じ
ぶ
ん 

じ
か 

じ
し
ん
」
『
講
座
日
本
語
の
語
彙 

語
誌

Ⅱ
』
佐
藤
喜
代
治(

編)

、
明
治
書
院
、
一
八
五
～
一
九
二
頁 

種
々
の
讒
奏
を
巧
、
国
家
騒
動
相
謀
候
、
数
人
為
是
犯
重
刑
候
儀
、
偏
に

自
分
返
逆
之
企
に
…
依
て
於
草
生
津
斬
罪
行
ふ
者
也 

「
秋
田
治
乱
記
実
録(

一
八
三
四
年
写
本
一
一)

」 

  

「
寝
覚
之
繰
言
」
「
初
音
草
噺
大
鑑
」
か
ら
、
「
自
分
」
を
武
士
が
使
用
し
て

い
た
ら
し
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
「
自
分
」
の
実
例
自
体
が
多
く
見
出
せ
ず
、

ま
た
武
士
言
葉
の
一
人
称
と
し
て
は
「
拙
者
」
も
あ
り
、
「
自
分
」
が
ど
の
よ
う

な
表
現
価
値
を
持
っ
て
使
用
さ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。「
秋
田
治
乱
記
実

録
」
に
見
え
る
「
自
分
儀
」
と
は
、
「
私
の
こ
と
」
と
い
っ
た
意
味
か
と
考
え
ら

れ
、
一
人
称
代
名
詞
と
考
え
て
よ
い
か
疑
問
で
あ
る
。 

明
治
時
代
に
入
る
と
、
「
自
分
」
は
、
白
樺
派
な
ど
の
小
説
に
見
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
翻
訳
語
と
し
て
の
一
人
称
代
名
詞
で
あ
り
、
軍
隊
語
と
分

け
て
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
参
考
ま
で
に
二
葉
亭
四
迷
の
翻
訳
小
説
か
ら
例
を

挙
げ
て
お
く
。 

 

自
分
ハ
い
き
な
り
飛
び
出
さ
う
と
し
た
。
「
静
に
！
」
姉
に
言
は
れ
て
左
様

だ
ツ
け
と
、
静
に
玄
関
の
方
へ
往
ツ
て
而
し
て
お
雪
と
い
う
娘
を
見
た
。 

「
初
恋
」 

 

武
士
言
葉
の
「
自
分
」
が
ど
の
よ
う
に
し
て
軍
隊
語
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

っ
た
の
か
は
、
明
治
時
代
の
調
査
も
不
十
分
で
、
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
な
い
。 

現
代
に
お
い
て
、
我
々
は
、
大
相
撲
の
力
士
や
柔
道
家
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
に

お
い
て
、
「
自
分
」
と
い
う
一
人
称
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
次
の
例
は
、
Ｊ
リ

ー
グ
鹿
島
の
鈴
木
隆
行
選
手
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
一
部
で
あ
る
。 

                                        

        

 

一
一 

宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
か
ら
七
年
の
お
家
騒
動
が
舞
台 
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―
―
サ
ッ
カ
ー
で
も
、
熱
く
な
れ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
？ 

 

サ
ッ
カ
ー
は
ず
っ
と
、
い
い
こ
と
な
か
っ
た
で
す
か
ら
。
鹿
島
に
入
っ
た

頃
も
自
分
は
試
合
に
出
ら
れ
な
く
て
、
チ
ー
ム
が
優
勝
し
て
盛
り
上
が
っ

て
い
て
も
心
か
ら
喜
べ
な
か
っ
た
。
お
と
と
し
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
か
ら
鹿
島

に
戻
っ
て
、
や
っ
と
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
優
勝
を
経
験
で
き
た
。
そ
の
と
き
初

め
て
思
い
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
で
も
こ
ん
な
に
熱
く
な
れ
る
の
か
、
サ
ッ

カ
ー
や
っ
て
て
よ
か
っ
た
な
っ
て
。 

『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
二
年
七
月
九
日
夕
刊 

 

い
わ
ゆ
る
「
体
育
会
系
」
と
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
「
自

分
」
の
体
育
会
系
言
葉
と
し
て
の
定
着
は
か
な
り
進
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
「
自
分
」
は
、
二
葉
亭
四
迷
、
白
樺
派
な
ど
の
「
自

分
小
説
」
を
除
い
て
考
え
る
と
、
武
士
、
軍
隊
、
体
育
会
系
と
い
う
系
列
で
用

い
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
は
、

規
律
の
厳
し
さ
と
い
っ
た
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
規
律
の
厳
し
さ
の
最
た
る
も

の
が
、
こ
こ
で
見
て
き
た
軍
隊
語
で
あ
り
、
「
自
分
」
か
ら
軍
隊
語
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
の
も
、
こ
の
語
の
特
質
上
自
然
な
こ
と
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。 

最
後
に
、
「
で
あ
り
ま
す
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。 

現
代
共
通
語
の
口
頭
語
に
お
い
て
は
、
文
末
辞
と
し
て
「
で
あ
り
ま
す
」
が

使
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
「
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
「
で
も
あ
り
ま
す

が
」
の
よ
う
に
、
「
は
」
「
も
」
を
伴
い
、
否
定
や
逆
接
で
用
い
ら
れ
る
く
ら
い

で
あ
る
。
で
は
、
「
で
あ
り
ま
す
」
が
、
軍
隊
語
の
よ
う
に
、
平
叙
文
の
文
末
で

使
わ
れ
る
こ
と
は
、
他
に
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
歴
史
資
料
を
見
て
み
る
と
、

幕
末
の
江
戸
語
に
お
い
て
、
遊
女
が
「
で
あ
り
ま
す
」
を
使
用
し
て
い
る
。
次

は
「
春
色
梅
児
誉
美
（
一
八
三
二
・
三
三
年
刊
）
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。 

 

け
ふ
は
稽
古
の
帰
り
に
姉
さ
ん
の
名
代
に
、
上
千
寺
さ
ま
へ
参
る
の
で
あ

り
ま
す
ョ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

巻
之
三
第
六
駒 

 

そ
れ
も
あ
ん
ま
り
馬
鹿
／
＼
し
い
と
、
実
に
お
い
ら
ん
の
爲
を
思
つ
て
、

何
も
か
も
ぶ
ち
こ
わ
し
て
し
ま
つ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
ヨ 

巻
之
十
二
第
二
十
三
駒 

 

 

古
い
時
代
に
付
い
て
は
分
か
ら
な
い
が
、
現
代
山
口
方
言
で
は
、
「
で
あ
り
ま

す
」
が
高
齢
者
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
一
二

。 

 

ソ
レ
オ 

ミ
ル
ノ
ガ 

ナ
カ
ナ
カ 

オ
モ
シ
ロ
ェ 

モ
ン
デ 

ア
リ
マ
ス

イ そ
れ
を 

見
る
の
が 

な
か
な
か 

お
も
し
ろ
い 

も
の
で
す
よ
一
三 

  

軍
隊
語
の
「
で
あ
り
ま
す
」
は
、
こ
の
山
口
方
言
か
ら
取
ら
れ
た
と
い
う
説

も
あ
り
、
そ
の
時
、
高
杉
晋
作
が
奇
兵
隊
で
用
い
た
と
か
、
大
村
益
次
郎
の
創

意
に
よ
る
と
か
言
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
「
で
あ
り
ま
す
」

は
、
軍
隊
語
の
「
で
あ
り
ま
す
」
と
は
か
な
り
異
な
る
特
徴
を
持
っ
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
と
は
、
ま
ず
、
遊
女
言
葉
は
女
性
専
用
語
で
あ

り
、
山
口
方
言
は
女
性
も
用
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
挙
例
し
た

                                        

        

 

一
二 

平
山
輝
男
他
編
『
現
代
日
本
語
方
言
大
辞
典
』
明
治
書
院
、
一
九
九
三
年
。 

一
三 

『
全
国
方
言
資
料 

第
５
巻
中
国
・
四
国
編
』
日
本
放
送
協
会
編
、
一
九

六
七
年
。
女
性
、
一
八
九
六
年
生
。 
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よ
う
に
、
こ
れ
ら
で
は
、
「
ヨ
」
、
「
ネ
」
、
「
イ
」
な
ど
終
助
詞
を
付
け
て
用
い
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
軍
隊
語
で
は
、
規
律
の
厳
し
さ
が
「
で
あ
り

ま
す
」
に
は
現
れ
て
い
る
と
言
え
、
「
で
あ
り
ま
す
よ
」
の
よ
う
に
、
終
助
詞
を

付
け
て
使
用
さ
れ
る
例
は
ま
ず
見
出
せ
な
い
。 

 

男
性
が
用
い
、
終
助
詞
を
付
け
な
い
と
い
う
特
徴
が
共
通
す
る
「
で
あ
り
ま

す
」
と
し
て
は
、
演
説
言
葉
、
政
治
小
説
、
論
文
の
「
で
あ
り
ま
す
」
が
挙
げ

ら
れ
る
一
四

。
こ
れ
ら
は
、
当
然
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
な
の

で
、
軍
隊
語
と
同
様
の
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
次
の
一
つ
目
は
大
隈
重
信

に
よ
る
演
説
「
憲
政
に
於
け
る
与
論
の
勢
力
」
の
例
で
、
二
つ
目
は
、
嵯
峨
の

屋
お
む
ろ
に
よ
る
論
文
「
平
等
論
」
で
あ
る
。 

 

帝
国
議
会
は
解
散
さ
れ
ま
し
た
、
今
将
に
旬
日
の
後
に
選
挙
が
行
は
れ
て
、

今
全
国
は
選
挙
の
競
争
が
盛
ん
に
起
つ
て
を
る
時
で
あ
り
ま
す
ん
で
あ
り

ま
す
、
此
時
に
方
つ
て
、
憲
政
に
於
け
る
与
論
の
勢
力
を
論
ず
る
の
は
、

最
も
必
要
な
り
と
信
じ
ま
す
ん
で
あ
り
ま
す
、 

 

仰
い
で
天
を
御
覧
な
さ
い
、
蒼
々
と
し
て
限
り
も
な
く
、
実
に
無
辺
無
際

で
あ
り
ま
す
。 

  

現
在
と
な
っ
て
は
、
軍
隊
語
の
「
で
あ
り
ま
す
」
が
、
山
口
方
言
か
ら
取
ら

                                        

        

 

一
四 

中
村
通
夫
『
東
京
語
の
性
格
』
（
川
田
書
房
、
一
九
四
八
年
）
に
「
こ
の
語

（
引
用
者
注
：
「
で
あ
り
ま
す
言
葉
」
）
は
ほ
ゞ
男
性
専
用
語
と
称
し
て
さ
し
つ

か
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
と
思
う
。
近
時
女
性
の
壇
上
に

立
つ
機
会
も
決
し
て
少
な
く
は
な
い
が
、
そ
の
場
合
に
も
、
「
で
ご
ざ
い
ま
す
言

葉
」
が
常
識
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。
も
っ
と
も
、

現
在
で
は
、
女
性
も
演
説
で
「
で
あ
り
ま
す
」
を
使
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。 

れ
た
の
か
、
遊
女
言
葉
を
受
け
継
い
だ
の
か
は
実
証
し
が
た
い
が
、
少
な
く
と

も
、
演
説
言
葉
な
ど
で
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
「
で
あ
り
ま
す
」
と
軍
隊
言
葉
の

「
で
あ
り
ま
す
」
は
そ
の
発
生
を
同
じ
く
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
分

か
る
。
た
と
え
こ
れ
ら
が
、
山
口
方
言
、
遊
女
言
葉
を
受
け
継
い
で
い
る
と
し

て
も
、
そ
こ
に
は
表
現
価
値
の
大
き
な
転
換
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
「
で
あ
り

ま
す
」
を
受
け
入
れ
た
東
京
方
言
に
は
、
「
で
あ
る
」
も
「
ま
す
」
も
あ
っ
た
の

だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
価
値
の
違
い
か
ら
、
新
し
い
造
語
の
よ
う
に
受
け
取
る

こ
と
も
自
然
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治
に
入
っ
て
「
で
あ
り
ま
す
」
は
価

値
の
転
換
で
あ
れ
、
新
造
語
で
あ
れ
、
新
た
な
語
彙
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ

り
、
軍
隊
語
と
い
う
役
割
語
の
「
で
あ
り
ま
す
」
を
考
え
る
時
は
、
こ
の
明
治

以
降
に
成
立
し
た
も
の
に
焦
点
を
当
て
る
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ
う
。 

 

さ
て
、
現
代
に
お
い
て
「
で
あ
り
ま
す
」
は
、
軍
隊
語
の
イ
メ
ー
ジ
以
外
に
、

演
説
や
警
察
の
記
者
会
見
な
ど
で
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。 

 

そ
れ
は
、
比
較
語
彙
論
が
主
と
し
て
「
意
味
」
と
い
う
ほ
ぼ
グ
ロ
ー
バ
ル

な
も
の
を
対
象
に
し
て
比
べ
る
か
ら
で
、
言
語
の
系
統
は
特
に
問
題
に
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
一
五 

 

こ
の
よ
う
な
「
で
あ
り
ま
す
」
に
対
し
て
、
「
ご
ざ
い
ま
す
」
は
や
や
へ
り
く

だ
っ
た
印
象
を
与
え
る
た
め
、
軍
隊
語
に
は
見
ら
れ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
明
治
以
降
新
た
な
価
値
を
持
っ
た
「
で
あ
り
ま
す
」
は
、
軍

隊
、
演
説
な
ど
を
中
心
に
硬
い
言
葉
と
し
て
の
用
い
ら
れ
方
が
定
着
し
て
行
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
自
分
」
や
「
で
あ
り
ま
す
」
は
、
そ
の
語
彙
と
し
て
の
特
質
か
ら
、
ま
た

                                        

        

 

一
五 

田
島
毓
堂
氏
、
国
語
学
会
平
成
十
一
年
度
秋
季
大
会
の
講
演
よ
り
。 
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そ
れ
ら
が
日
常
語
で
は
聞
か
れ
な
い
と
い
う
特
異
性
か
ら
、
軍
隊
語
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
「
私
」
や
「
で
す
」
は
日
常
で
も
よ

く
使
わ
れ
、
我
々
は
そ
れ
ら
を
聞
き
な
れ
て
い
る
。
た
と
え
軍
隊
で
使
用
さ
れ

て
い
た
と
し
て
も
、
軍
隊
語
で
あ
る
こ
と
の
目
印
に
は
成
り
に
く
い
の
は
、
そ

の
た
め
だ
ろ
う
。
実
際
に
、
「
自
分
」
「
で
あ
り
ま
す
」
は
、
軍
隊
で
も
使
用
さ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
軍
隊
以
外
で
「
私
」
や
「
僕
」
、
ま
た
「
で
す
」

「
ま
す
」
を
使
っ
て
い
た
人
が
、
軍
隊
に
入
る
と
「
自
分
」
「
で
あ
り
ま
す
」
を

使
う
場
面
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
軍
人
が
「
自
分
」
「
で
あ
り
ま

す
」
を
使
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
専
ら
過
ち
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

軍
隊
自
体
が
、
日
常
世
界
を
離
れ
て
存
在
し
て
し
ま
う
と
、
「
私
」
「
で
す
」
を

排
除
し
て
ま
で
、
軍
隊
（
の
全
て
）
イ
コ
ー
ル
「
自
分
は
…
で
あ
り
ま
す
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、
陸
軍
海
軍
に
関
係
な
く
定
着
す
る
。
こ
れ
が
役
割
語
の
一

つ
の
実
態
な
の
で
あ
る
。 

 

使
用
文
献 

「
一
歩
前
進
二
歩
退
却
」
（
『
太
宰
治
全
集
一
〇
』
ち
く
ま
文
庫
）
、
「
機
動
戦
士

ガ
ン
ダ
ム
Ⅰ
」
（
『
角
川
ス
ニ
ー
カ
ー
文
庫
』
一
九
八
七
年
）
、
「
平
等
論
」
「
初

恋
」（
『
明
治
文
学
全
集
一
七
』
）
「
光
る
風
」
（
『
ち
く
ま
文
庫
』
）「
呉
淞
ク
リ
ー

ク
」
「
山
中
放
浪
」
「
生
き
て
い
る
兵
隊
」
「
遙
拝
隊
長
」
「
肉
弾
」
「
雲
の
墓
標
」

「
あ
る
従
軍
部
隊
」
「
桜
島
」
「
兵
隊
」
（
『
戦
争
文
学
全
集
』
毎
日
新
聞
社
、
一

九
七
一
年
・
一
九
七
二
年
）
、
「
神
聖
喜
劇
」
（
光
文
社
、
一
九
八
七
年
）
、
「
座
談

会
昭
和
文
学
史
Ⅲ 

志
賀
直
哉
―
「
小
説
の
神
様
」
の
実
像
―
」
（
『
す
ば
る
』

一
九
九
七
年
七
月
）
、「
憲
政
に
於
け
る
与
論
の
勢
力
」
（
『
大
正
期
Ｓ
Ｐ
版
レ
コ

ー
ド 

芸
能
・
歌
詞
・
こ
と
ば
全
記
録 

五
』
）
、
「
秋
田
治
乱
記
実
録
」
「
天
和

聚
訟
記
」
（
『
列
侯
神
秘
録
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
四
年
）
、
「
寝
覚
之
繰
言
」

（
人
情
本
刊
行
会
一
一
）
「
初
音
草
噺
大
鑑
」
（
『
滑
稽
文
学
全
集
第
十
一
巻
』
）
、

「
春
色
梅
児
誉
美
」
（
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
） 

 

付
記 

本
稿
の
内
容
は
、
一
九
九
九
年
度
の
大
阪
大
学
大
学
院
に
お
け
る
金
水
敏
教
授

の
も
と
で
行
わ
れ
た
「
国
語
学
演
習
」
で
の
発
表
、
及
び
レ
ポ
ー
ト
を
基
に
構

成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
金
水
敏
『
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
日
本
語 

役
割
語

の
謎
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
を
は
じ
め
、
こ
の
分
野
に
関
し
て
参
照
す

べ
き
重
要
な
研
究
が
公
表
さ
れ
た
が
、
当
時
の
内
容
を
ほ
ぼ
変
更
す
る
こ
と
な

く
公
開
す
る
こ
と
に
し
た
。
調
査
の
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
、
金
水

敏
先
生
、
及
び
、
こ
の
度
報
告
書
に
掲
載
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
蜂
矢
真
郷

先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
成
稿
後
、
岡
島
昭
浩
先
生
か
ら
、
デ
ア

リ
マ
ス
の
成
立
に
関
し
て
重
要
な
論
文
（
後
藤
剛
「
平
田
篤
胤
の
「
デ
ア
リ
マ

ス
」
に
つ
い
て
」
（
『
目
白
学
園
女
子
短
期
大
学
学
術
研
究
紀
要
』
１
５
、
一
九

七
八
年
）
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
が
、
本
稿
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
今
後
の
調
査
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。 

    


